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善
導
に
か
け
る
道
縛
の
影
響

ー
「
憤
悔
」
を
め
ぐ
っ
て
|

宮

井

里

佳

善
導
(
六
一
一
一
一
l
l
六
八
一
〉
は
、
日
本
浄
土
教
の
法
然
、
親
驚
ら
に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
中
国
に
お
け
る
曇
驚
(
四
七
六
l
五
四

二
?
)
|
|
道
綜
(
五
六
二
l
六
四
五
)
の
系
譜
に
続
く
浄
土
教
の
大
成
者
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

善
導
が
実
際
に
道
緯
に
師
事
し
た
こ
と
は
諸
々
の
伝
記
か
ら
知
ら
れ
る
。
善
導
の
同
時
代
資
料
で
あ
る
道
宜
の
『
続
高
僧
伝
』
に

「
行
き
て
西
河
に
至
り
、
道
縛
の
部
に
遇
い
、
惟
だ
念
仏
弥
陀
浄
業
を
行
主
と
あ
る
の
を
初
め
と
し
て
、
諸
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

師
事
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
唐
初
の
貞
観
時
代
、
道
縛
最
晩
年
の
数
年
と
推
定
さ
れ
て
い
幻
日

道
緯
の
著
作
と
し
て
は
『
安
楽
集
』
二
巻
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道
緯
が
数
多
く
行
な
っ
た
『
観
無
量
寿
経
』

(
略
称

『
観
経
』
)
の
講
義
に
基
づ
い
て
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
世
紀
半
ば
、
劉
宋
の
重
良
耶
舎
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

29 

『
観
経
』
が
、
思
想
的
に
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
曇
驚
か
ら
で
あ
る
。
曇
驚
は
そ
の
著
『
論
註
』
の
中
で
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
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経
』
と
に
依
っ
て
「
十
念
」
に
よ
る
往
生
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
す
。

『
観
経
』
は
北
朝
に
お
い
て
広
ま
り
、
惰
代
に
入
る
と
い
く
つ

か
の
註
釈
書
が
著
わ
さ
れ
た
。
道
稗
は
そ
れ
ら
の
解
釈
に
よ
ら
ず
、
曇
鷲
の
浄
土
思
想
を
継
承
L
て
『
安
楽
集
』
が
成
立
す
る
の
で
あ

る。
善
導
の
著
作
と
し
て
は
、
五
部
九
巻
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
付
『
観
無
量
寿
経
疏
』

(
略
称
『
観
経
疏
』
)
四
巻
、
。
『
転
経
行
道

願
往
生
浄
土
法
事
讃
』

(
略
称
『
法
事
讃
』
)
二
巻
、
日
開
『
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
味
功
徳
法
門
』

(
略
称
『
観
念
法
門
』
)

一
巻
、
帥

『
往
生
礼
讃
侮
』

(
略
称
『
往
生
礼
讃
』
、
『
六
時
礼
讃
』
と
も
言
う
)

(
略
称

『
観
経
疏
』
は
そ
の
結
語
に
「
某
、
今
此
の
観
経
の
要
義
を
出
し
て
、
古
今
を
指
定
せ
ん
と
欲
村
山

一
巻
、
同
『
依
観
経
等
明
般
舟
三
昧
行
道
往
生
讃
』

『
般
舟
讃
』
〉

一
巻
、
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
陪
代
の
註
釈
書
を
代
表
と
す
る
様
々
な
『
観
経
』
解
釈
に
対
し
、
善
導
の
浄
土
教
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
の

四
部
は
「
行
儀
分
」
と
呼
ば
れ
、
実
践
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
善
導
は
浄
土
行
者
が
行
な
う
べ
き
実
践
を
宗
教
儀
礼
と
し
て
整
備
し

た
の
で
あ
る
。
善
導
の
実
践
に
お
い
て
憤
悔
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

善
導
の
機
悔
実
践
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
曇
鷲
や
道
鮮
の
中
に
、
善
導
に
お
け
る
機
悔
重
視
に
至
る
思
想
的
必
然
性
は
見
い
出
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
機
悔
と
は
、
平
川
彰
氏
に
よ
れ
ば
、

す
ベ
日
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
犯
し
た
罪
を
他
に
対
し
て
発
露
し
、
告
白
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
『
浬
繋
経
』
が
中
国
に
流
布
し
た

五
世
紀
頃
に
は
、
「
若
し
機
悔
し
、
断
塊
を
懐
か
ば
、
罪
即
ち
除
誠
し
、
清
浄
な
る
こ
と
本
の
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
深
い
漸
憐
心

を
も
っ
て
罪
を
発
露
し
、
機
悔
す
る
と
罪
が
除
誠
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
お
w

南
北
朝
以
来
、
札
機
の
儀
式
が
盛
ん
に
な
っ

「
仏
、
菩
薩
の
形
像
前
に
於
て
、
自
ら
響
い
て
受
戒
し
、
当
に
七
日
仏
前
に
機
悔

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
機
悔
に
関
す
る
経
典
が
多
く
訳
出
・
成
立
、
流
布
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
お
り
、
仏
名
経
典
に
よ
っ
て
諸



仏
名
を
礼
請
す
る
こ
と
と
も
結
び
つ
い
て
機
悔
滅
罪
の
思
想
が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
一
明

善
導
に
先
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
、
岡
田
揖
驚
・
道
紳
の
思
想
に
機
悔
重
視
の
要
素
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

曇
驚
の
浄
土
思
想
を
表
わ
し
た
も
の
は
、
世
親
(
天
親
)
造
と
さ
れ
る
早
萱
墨
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
傷
』
を
龍
樹
・
羅
什
系
の
空
の

思
想
を
も
っ
て
解
釈
し
た
『
論
註
』
で
あ
る
。

『
論
註
』
に
は
「
憤
悔
」
の
語
は
な
く
、
機
悔
滅
罪
の
思
想
は
見
い
出
さ
れ
な
い
と
思

善導における道縛の影響

わ
れ
る
。若

し
人
、
無
量
一
の
生
死
の
罪
濁
有
り
と
離
も
、
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
至
極
無
生
の
清
浄
な
る
宝
珠
の
名
号
を
聞
き
て
、
こ
れ
を
濁

心
に
投
ず
れ
ば
、
念
念
の
中
に
罪
滅
し
、
心
浄
く
し
て
即
ち
往
生
を
得
。

と
、
称
名
滅
罪
の
思
想
は
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
十
念
に
よ
る
往
生
を
説
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
働
悔
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
道
綜
の
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
働
悔
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
一
は
道
綜
浄
土
教
の
思
想
的
立
脚
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
末
法
の
世
に
お
け
る
時
代
と
衆
生
と
に
適
合
し
た
(
約
時
被
機
)
教
え
と
は
浄
土
の
教
え
の
み
で
あ
る

と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

31 

今
時
の
衆
生
を
計
れ
ば
、
即
ち
仏
の
世
を
去
る
後
の
第
四
の
五
百
年
に
当
た
り
、
正
に
是
れ
横
悔
・
修
福
し
、
応
に
仏
の
名
号
を
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称
す
べ
き
時
の
者
な
り
。
若
し
一
念
に
阿
弥
陀
仏
を
称
す
れ
ば
、
即
ち
能
く
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
却
す
。

り
。
況
や
常
念
を
修
す
る
を
や
。
即
ち
是
れ
恒
に
憐
悔
す
る
人
な
り
。

一
念
既
に
爾
な

こ
れ
は
、
こ
の
文
の
前
に
述
べ
ら
れ
る
、

『
大
集
経
』
月
蔵
分
説
と
す
る
仏
滅
後
の
五
百
年
ご
と
の
五
つ
の
時
代
と
、
諸
仏
が
世
に
出

現
し
て
衆
生
を
済
度
す
る
四
種
の
法
と
を
承
け
て
い
る
。
道
緯
引
用
の
『
大
集
経
』
月
蔵
分
に
よ
れ
ば
、

「
第
四
の
五
百
年
は
、
塔
寺

を
造
立
し
、
修
福
し
、
機
悔
し
、
堅
固
を
得
」
と
あ
る
。
四
種
の
法
に
は
、

「
四
に
は
、
諸
仏
如
来
に
無
量
の
名
号
有
り
。
若
し
は
総
、

若
し
は
別
。
其
れ
衆
生
有
り
て
繋
心
し
て
称
念
す
れ
ば
、
障
を
除
き
、
益
を
獲
、
皆
な
仏
前
に
生
ぜ
ざ
る
莫
し
。
即
ち
是
れ
名
号
も
て

衆
生
を
度
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
て
、
当
時
を
仏
滅
後
第
四
の
五
百
年
と
し
、

「
称
名
」
す
べ
き
時
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
称
名
に
は
誠
罪
の
力
が
あ
る
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
「
機
悔
・
修
福
」
し
た

り

「
常
念
」
は
「
恒
憤
悔
」
に
等
し
い
と
す
る
。

こ
の
背
景
に
は
『
浬
撰
経
』
に
見
ら
れ
る
憤
悔
誠
罪
の
思
想
が
あ
り
、
南
北
朝
以
来
の
憐
悔
行
の
流
行
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
称
名
行

に
よ
る
誠
罪
を
慨
悔
行
に
よ
る
滅
罪
と
同
等
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
説
く
の
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
「
如
し
聖
を
去
る
こ
と
己
に
遠

け
れ
ば
、
則
ち
後
者
の
称
名
、
是
れ
正
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
道
紳
が
称
名
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
は
称

名
行
を
宣
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
安
楽
集
』
の
他
の
箇
所
に
「
憤
悔
」
は
見
ら
れ
や
す
、
道
緯
の
思
想
か
ら
俄
悔
実
践
の
意
味
を
見

い
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
箇
所
を
し
て
、
道
縛
が
機
悔
を
重
ん
じ
、
そ
れ
が
善
導
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
の
は
早
計

(お〉

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
曇
驚
、
道
縛
の
思
想
の
中
に
、
善
導
の
機
悔
重
視
に
強
く
影
響
を
与
え
た
と
こ
ろ
は
見
い
出
せ
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。



曇
驚
、
道
綜
の
実
践
に
な
か
っ
た
儲
悔
の
要
素
が
、
善
導
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
察
す
る
。

曇
一
驚
、
道
縛
が
唱
え
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
讃
阿
弥
陀
仏
偏
』
は
、
曇
驚
が
『
無
量
寿
経
』
を
基
に
造
っ
た
、

礼
拝
、
讃
歎
し
て
願
生
す
る
傷
煩
で
あ
る
。

「
機
悔
」
が
見
ら
れ
る
の
は
末
尾
の
文
に
の
み
で
あ
る
。
現
在
流
通
本
に
お
い
て
は
、
末

尾

善導における道綜の影響

普
く
師
僧
・
父
母
、
及
び
善
知
識
、
法
界
の
衆
生
、
コ
一
障
を
断
除
し
て
、
同
じ
く
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
が
為
に
、

帰
命
し
儲
悔
す
。

と
あ
る
。
し
か
し
敦
埠
出
土
持
ピ
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
敦
煙
出
土
本
に
な
く
、
流
通
本
に
あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
各

最
後
の
「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
園
」
の
旬
、
及
び
最
後
の
偶
「
哀
感
覆
護

備
の
最
初
の
「
南
無
至
心
帰
命
礼
西
方
阿
弥
陀
仏
」
、

我

令
法
種
増
長

願
仏
常
摂
受
」
で
あ
る
。
道
鮮
の
『
安
楽
集
』
で
も
『
讃
阿
弥
陀
仏
傷
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、

此
世
及
後
生

こ
の
各
備
の
最
初
と
最
後
に
あ
る
定
型
句
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
世
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
曇
驚
、

道
綜
段
階
に
お
い
て
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
に
憤
悔
の
要
素
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
浦
町
こ
れ
ら
の
後
世
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
要
素
は
す
べ
て
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
の
六
時
の
礼
讃
す
べ
て
に
定
型
化
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
導
段
階
で

ハ
却
〉

儀
式
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
っ
て
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

33 

『
住
生
礼
讃
』
は
「
一
切
の
衆
生
に
勧
め
て
、
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
国
に
生
れ
ん
こ
と
を
願
わ
し
む
る
六
時
礼
讃
の
倍
」
で
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あ
る
。
第
一

(
日
没
)
は
『
無
量
寿
経
』
に
依
る
阿
弥
陀
の
十
二
光
名
の
礼
讃
、
第
二
(
初
夜
)
は
『
無
量
寿
経
』
採
集
の
礼
讃
傷
、

第
三
(
中
夜
)
は
龍
樹
の
願
往
生
礼
讃
備
(
十
二
礼
)
、

第
四
(
後
夜
)
は
天
親
(
世
親
)
の
願
往
生
礼
讃
偏
(
『
無
量
寿
経
優
婆
提

舎
願
生
偏
』
)
、
第
五
(
長
朝
〉
は
彦
諒
の
願
往
生
礼
讃
備
、
第
六
(
日
中
〉
は
主
主
導
の
願
往
生
礼
讃
倍
、

で
あ
る
。

願
共
衆
生
成
帰
命

六
時
礼
讃
第
一
の
十
二
光
仏
名
の
礼
讃
は
、
ま
ず
一
切
三
宝
、
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
帰
命
の
後
、

(
幻
〉

故
頂
礼
生
彼
国
」
と
い
う
よ
う
に
、
順
に
十
二
光
仏
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
。
十
二
光
仏
名
礼
讃
の
後
、

「
南
無
西
方
極
楽
世
界
無
量
光
仏

「ム及

感
覆
護
我
:
:
:
」
の
備
が
あ
り
、
観
世
音
菩
薩
、
大
勢
至
菩
薩
、
諸
菩
薩
に
対
し
て
帰
命
し
、

「
普
く
師
僧
・
父
母
、
:
:
:
帰
命
L
機

悔
す
」
と
い
う
憤
悔
の
定
型
句
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
構
造
は
流
通
本
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
倍
』
に
も
見
ら
れ
る
。
十
二
光
仏
讃
歎
の
第

十
四
備
が
終
わ
っ
た
後
に
、
同
じ
く
上
記
の
働
悔
定
型
句
ま
で
の
文
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
お
そ
ら
く
後
世
付
加
さ
れ
た
要
素

tま

『
往
生
礼
讃
』
の
第
一
の
傷
煩
の
形
式
に
な
ら
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
現
行
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
偏
』
の

形
式
が
、

『
往
生
礼
讃
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
逆
に
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
冒
頭
の
十

二
光
仏
讃
歎
の
傷
螺
の
影
響
が
あ
っ
て
、
中
一
音
導
が
こ
の
礼
讃
備
を
編
集
す
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
時
代
の
流
れ
に
沿

っ
た
方
向
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
曇
驚
、
道
綜
段
階
で
は
な
か
っ
た
憐
悔
の
要
素
が
、
善
導
段
階
に
な
っ
て
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

品
一
再
開
導
の
十
二
光
仏
名
礼
讃
に
は
憤
悔
の
定
型
句
の
後
に
、
さ
ら
に
至
心
に
機
悔
す
る
偏
煩
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

六
時
礼
讃
第
四
は
、
曇
驚
も
実
践
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
天
親
(
世
親
)
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
傷
』
で
あ
る
。
一
二
分
の

一
程
度
の
省
略
が
あ
り
、
ま
た
備
の
組
み
替
え
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
字
句
の
改
変
は
な
い
。
省
略
さ
れ
た
も
の
に
は
、
作
願
門
に

配
当
さ
れ
る
「
願
生
安
楽
国
」
、

第
二
四
億
の
「
普
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
園
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
善
導
段
階
に
お
い
て
「
願
共
諸

衆
生

往
生
安
楽
園
」
と
い
う
定
型
句
が
各
備
に
付
加
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
侮
煩
の
末
尾
に
も
慨
悔
の
定
型
句
が



付
さ
れ
て
い
る
。
世
親
の
偏
煩
も
、
曇
驚
が
用
い
た
形
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
働
悔
の
要
素
を
加
え
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
時
礼
讃
第
六
の
善
導
の
偽
煩
の
末
尾
に
は
、
儲
悔
の
定
型
匂
に
加
え
て
、
一
ニ
ロ
聞
の
憤
悔
と
「
広
機
」
と
の
厳
し
い
憤
悔
文
が
述
べ

ら
れ
る
。
機
悔
を
重
視
し
た
善
導
の
立
場
の
表
明
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
く
傷
煩
を
唱
え
て
願
生
す
る
と
い
う
実
践
に
お
い
て
、
曇
驚
、
道
縛
の
段
階
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
働
悔
の

実
践
が
、
善
導
段
階
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

『
往
生
礼
讃
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

善導における道縛の影響

四

善
導
の
思
想
に
お
い
て
、
機
悔
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
行
儀
分
の
中
で
最
も
早
く
に
著
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
観
念
法
門
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
題
名
の
通
り
、
阿
弥

『
安
楽
集
』
の
諸
経
引
用
と
同
種
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
緯
の
思
想
を

陀
仏
の
相
海
を
観
念
す
る
三
味
の
教
え
で
あ
り
、

(
お
)

強
く
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
道
辞
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
慨
悔
が
説
か
れ
る
。

「
道
場
内
暴
露
願
法
第
四
」
に
は
「
言
語
相
続
し
、
専
心
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
心
と
て
相
続
方
と
、
道
綜
の
念

(釘〉

仏
三
味
に
非
常
に
州
似
た
実
践
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

昼
夜
、
或
は
三
時
・
六
時
に
、
諸
仏
、

一
生
巳
来
の
身
口
意
業
の
所

(お》

造
の
衆
罪
を
発
露
し
慨
悔
せ
よ
。
事
、
実
に
依
り
て
憤
悔
し
寛
り
て
、
還
た
法
に
依
り
て
仏
を
念
ぜ
よ
。

一
切
の
賢
聖
、
天
曹
、
地
府
、

一
切
の
業
道
に
表
白
し
て
、
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と
、
横
悔
し
て
か
ら
念
仏
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
仏
を
念
称
す
る
前
に
罪
を
横
悔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
道
綜
段
階
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で
は
見
ら
れ
な
い
思
想
が
あ
る
。

「
結
勧
修
行
分
」
と
さ
れ
る
問
答
の
三
つ
め
に
は
、

「
観
仏
三
味
海
経
』
が
引
用
さ
れ
る
。

時
に
四
比
丘
、
万
事
倶
に
捨
て
、

一
心
に
教
を
奉
じ
て
、
塔
に
入
り
、
仏
像
の
前
に
於
て
、
自
撲
し
、
償
悔
す
る
こ
と
、
大
山
の

崩
る
る
が
如
し
。
地
に
腕
転
し
、
号
突
す
。
仏
に
向
か
い
、

ハ
お
)

に
生
ず
る
を
得
。

日
夜
相
続
し
て
、
死
に
至
る
を
期
と
為
す
。
捨
命
日
後
、
空
王
仏
国

仏
像
の
前
で
機
悔
し
、
往
生
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

一方、

『
観
仏
三
味
海
経
』
の
引
用
は
、

『
安
楽
集
』
に
お
い
て
念
仏

昧
を
説
く
際
に
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

将
に
弟
子
九
人
、
仏
塔
に
往
詣
し
、
仏
像
を
礼
拝
す
。

一
宝
像
の
厳
顕
に
し
て
観
ず
べ
き
を
見
る
。
観
己
り
て
敬
礼
し
、
自
に
諦

か
に
之
を
観
ず
。
各
一
一
偽
を
説
き
、
用
て
讃
歎
を
為
す
。
寿
の
修
短
に
随
っ
て
、
各
自
ず
か
ら
命
終
す
。
即
ち
命
終
し
巳
り
て
即

ち
仏
前
に
生
ず
。

仏
像
を
前
に
し
て
、
礼
拝
・
讃
歎
し
、
観
じ
て
往
生
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
同
じ
く
仏
塔
の
中
で
仏
像
を
前
に
し
て
の
実
践
を

説
く
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
一
段
を
引
用
し
て
も
、
そ
こ
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
道
縛
が
礼
拝
・
讃
歎
・
見
仏
を
重
ん
ず
る
の
に
対
し
、

善
導
は
機
悔
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
緯
の
影
響
が
強
く
認
め
ら
れ
る
『
観
念
法
門
』
に
お
い
て
既
に
、
道
綜
に
は
な
い
機
悔
の
実
践
の
必
要
性
が
説
か
れ

る。



次
に
『
観
経
疏
』
を
見
て
み
る
。

『
観
経
』
は
、
阿
闇
世
が
、
父
頻
婆
沙
羅
王
を
幽
閉
し
、
阿
闇
世
の
悪
行
を
嘆
く
母
章
提
希
夫
人
に
、
仏
が
阿
弥
陀
浄
土
の
観
想
及

び
往
生
を
説
く
物
語
で
あ
る
。

「
慨
悔
」
の
用
例
は
二
あ
る
。
第
一
例
は
、
幽
閉
し
た
父
王
の
も
と
に
秘
か
に
食
べ
物
を
運
ん
で
助
け

「
王
、
此
の
語
を
開
き
て
、
機
悔
、
求
救
し
、
即
便
ち
剣
を
捨
て
、
止

て
い
た
母
を
殺
そ
う
と
す
る
阿
関
世
が
、
二
大
臣
に
諭
さ
れ
、

め
て
母
を
害
せ
河
〕
と
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
第
二
例
は
、
母
章
提
希
の
「
今
、
世
尊
に
向
か
い
て
五
体
投
地
し
、
哀
れ
み
を
求
め
て
憤

悔
す
。
唯
だ
願
わ
く
は
、
仏
日
ょ
、
我
を
し
て
清
浄
業
処
を
観
ぜ
し
め
た
ま
一
臼
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

善導における道縛の影響

こ
れ
に
対
す
る
善
導
の
註
釈
(
『
観
経
疏
』
)
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
例
に
対
し
て
は
、

此
れ
世
王
、
既
に
番
婆
が
諌
を
得
、
己
に
心
悔
恨
を
生
じ
、
前
の
所
造
を
抽
出
じ
、
即
ち
二
臣
に
向
か
い
て
哀
を
求
め
命
を
乞
う
。

と
あ
り
、

「
憤
悔
」
を
使
っ
て
い
な
い
。
宗
教
的
な
意
味
で
の
憤
悔
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
例
に
対
し
て
は
、

正
に
夫
人
、
浄
土
の
妙
処
は
善
に
非
ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
、
恐
ら
く
は
余
恕
有
り
て
、
障
り
て
往
を
得
ざ
ら
ん
と
。
是
を
以
て
哀
を
求

ハ
お
)

め
、
更
に
須
く
憤
悔
す
べ
し
。

と
あ
る
。
憤
悔
は
往
生
の
た
め
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
善
導
は
、
次
の
如
く
、
往
生
の
た
め
の
観
想
と
俄
悔
と
を
関
連
づ
け
て
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考
え
る
の
で
あ
る
。
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此
れ
如
来
は
衆
生
の
罪
を
見
る
を
以
て
の
故
に
、
為
に
機
悔
の
方
を
説
き
、
相
続
断
除
せ
し
め
、
畢
寛
じ
て
、
水
く
清
浄
な
ら
し
め

ん
と
欲
す
。
又
清
浄
と
一
言
う
の
は
、
下
の
観
門
に
従
り
て
、
専
心
に
念
仏
し
、
想
を
西
方
に
注
、
ぎ
、
念
念
に
罪
除
か
る
が
故
に
清

〈
川
品
)

浄
な
り
。

ま
た
浄
土
の
観
想
の
第
一
の
日
想
観
の
註
釈
に
は
、

日
を
諦
観
す
る
と
き
、
利
根
な
る
者
は
た
だ
一
度
坐
っ
た
だ
け
で
日
の
姿
が
明

ら
か
に
目
前
に
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
上
に
、
自
分
の
業
障
の
重
さ
に
し
た
が
っ
て
黒
・
黄
・
白
の
障
を
見
る
。

行
者
、
若
し
此
の
相
を
見
れ
ば
、
即
ち
須
く
道
場
を
厳
飾
し
、
仏
像
を
安
置
し
、
清
浄
洗
浴
し
、
浄
衣
を
著
し
、
又
名
呑
を
焼
き
、

諸
仏
・
一
切
の
賢
聖
に
表
白
し
、
仏
の
形
像
に
向
か
い
、
現
在
の
一
生
に
、
無
始
己
来
、
乃
ち
身
口
意
業
の
所
造
の
十
悪
・
五
逆

-
四
重
-J
語
法
・
闇
提
等
の
罪
を
憤
悔
す
ベ
し
。
極
め
て
須
く
悲
沸
し
て
一
課
を
雨
ら
し
、
深
く
慨
抽
出
を
生
じ
て
心
髄
に
内
徹
し
、

骨
を
切
り
て
自
ら
責
む
べ
し
。

と
し
、
そ
う
す
れ
ば
速
や
か
に
三
障
は
除
誠
し
、
明
ら
か
な
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
ま
ず
日
想
観
を
な
し
、
す
る
と
浄
土

の
荘
厳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
機
悔
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
全
き
観
想
が
成
立
す
る
と
と

ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
の
華
座
想
観
の
註
釈
に
お
い
て
は
、
観
想
の
方
法
、

「
作
法
し
て
心
を
住
め
て
見
る
こ
と
を
得
」
る
仕
方
が
説
か
れ
て
い
る
。

諸
行
者
等
、
先
ず
仏
像
の
前
に
於
て
、
至
心
に
機
悔
し
て
、
所
造
の
罪
を
発
露
し
、
極
め
て
漸
慨
し
、
悲
泣
し
て
一
俣
を
流
せ
。



と
、
こ
こ
で
も
観
想
に
先
だ
っ
て
仏
像
の
前
で
憤
悔
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
九
品
往

『
観
経
疏
』
の
中
で
、
憤
悔
は
往
生
を
な
す
観
想
を
成
就
さ
せ
る
た
め
の
実
践
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(幻〉

生
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
悪
行
を
な
し
て
も
「
漸
悦
有
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
下
品
の
衆
生
も
往
生
で
き
る
と
す
る
。

(
開
国
〉

「
仏
の
願
力
に
乗
じ
て
悉
く
生
を
得
」
と
す
る
の
が
善
導
の
基
本
的
立
場
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
曇
驚
以

『
観
経
』
に
あ

来る
の称
思名
想詰滅
をv 罪
継の
承上
L v;こ
た立
もち
の、

と
考
え

ら
れ
る

以
上
の
よ
う
に
善
導
は
、
曇
驚
、
道
紳
の
思
想
を
継
承
す
る
面
は
見
ら
れ
で
も
、
道
紳
段
階
に
お
い
て
さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
な
か
っ
た

善導における道縛の影響

機
悔
を
説
い
て
い
る
。

お

わ

り

善
導
に
お
い
て
蛾
悔
が
説
か
れ
始
め
る
こ
と
を
、
曇
驚
、
道
紳
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
。
曇
驚
、
道
紳
の
思
想
・
実
践
の
中
に
、

善
導
の
慣
悔
実
践
に
至
る
道
筋
は
認
め
ら
れ
な
い
。
今
後
、
南
北
朝
以
来
の
慨
悔
の
儀
式
、
と
り
わ
け
天
台
智
顎
の
影
響
を
考
察
し
、

世
弔
問
導
に
お
け
る
憤
悔
の
思
想
・
実
践
の
解
明
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

主
(
1
)
 

(

2

)

 

(
3
)
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巻
二
十
七
。
『
大
正
蔵
』
五

O
、
六
八
四
上
。

諸
説
に
つ
い
て
は
、
藤
田
宏
達
『
善
導
』
(
講
談
社
、
人
類
の
知
的
遺
産
十
八
、
一
九
八
五
年
)
二
一
二
、
二
四
頁
参
照
。

『
安
楽
集
』
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
『
浄
土
仏
教
の
思
想
第
四
巻
』
「
道
縛
」
第
二
部
道
緯
の
著
作
と
思
想
(
共
著
、
講
談
社
、
近
刊
予

定
)
に
ま
と
め
る
機
会
を
得
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。



40 

ハ
4
)

(

5

)

 

巻
四
。
『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
七
八
中
。

藤
田
前
掲
書
に
は
「
行
儀
分
の
四
部
五
巻
は
す
べ
て
機
悔
の
書
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
」

『
塚
本
善
隆
著
作
集
第
四
巻
中
国
浄
土
教
史
研
究
』
(
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
一
年
)
一
八
三
一
貝
。

『
往
生
礼
讃
』
、
『
観
念
法
門
』
は
本
論
で
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
二
書
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
『
法
事
讃
』
は
、

天
台
智
頭
の
『
法
華
三
昧
機
儀
』
及
び
『
敬
礼
法
』
に
強
く
影
響
を
受
け
て
編
成
さ
れ
て
い
る
(
藤
原
幸
章
「
善
導
浄
土
教
と
天
台
智

顎
」
(
藤
原
幸
章
『
善
導
浄
土
教
の
研
究
』
〈
法
蔵
館
、
昭
和
六

O
年
〉
所
収
)
参
照
)
、
組
織
的
な
儀
礼
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
に
は
、
「
今
道
場
の
時
衆
等
に
勧
め
、
罪
の
無
窮
な
る
こ
と
を
発
露
し
、
機
悔
せ
し
む
」
(
巻
上
。
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
二
八
中
)

と
い
う
文
が
あ
り
、
ま
た
「
機
悔
し
己
り
て
、
至
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰
命
す
」
(
巻
下
。
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
三
五
下
等
〉
と
い
う
句

が
散
見
さ
れ
る
。
『
般
舟
讃
』
に
は
、
冒
頭
に
は
「
一
切
往
生
の
知
識
等
、
大
い
に
須
く
慨
惚
す
べ
し
」
(
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
四
八

上
)
と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
常
に
漸
悦
を
懐
き
、
仰
ぎ
て
仏
恩
を
謝
せ
よ
、
応
に
知
る
べ
し
」
(
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
五
六
上
)
と
あ
る
。

『
焚
網
経
』
巻
下
。
『
大
正
蔵
』
二
回
、
一

C
O六
下
。

『
浬
紫
経
』
巻
一
九
。
『
大
正
蔵
』
一
二
、
四
七
七
下
。

平
川
彰
「
機
悔
と
ク
ジ
ャ
マ
|
!
大
乗
経
典
と
律
蔵
の
対
比
」
(
『
平
川
彰
著
作
集
第
七
巻
浄
土
思
想
と
大
乗
戒
』
〈
春
秋
社
、
一
九
九

O
年
〉
所
収
)
参
照
。

塩
入
良
道
①
「
織
法
の
成
立
と
相
官
鎮
の
立
場
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
|
二
、
昭
和
三
四
年
)
、
②
「
中
国
傍
教
に
於
け
る
札
機
と

俳
名
経
典
」
(
『
結
城
教
授
煩
表
記
念
傍
教
思
想
史
論
集
』
〈
大
蔵
出
版
、
一
九
六
四
年
〉
所
収
〉
等
参
照
。

『
論
註
』
巻
下
。
『
大
正
蔵
』
四

O
、
八
三
九
上
。

巻
上
。
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
中
。

「
正
是
:
・
:
時
」
は
「
ち
ょ
う
ど
;
:
:
の
時
」
。

例
え
ば
藤
田
前
掲
書
に
は
「
善
奪
が
機
悔
を
重
視
し
強
調
し
た
の
は
、
:
:
他
方
、
師
の
道
綜
が
末
法
の
時
代
な
れ
ば
こ
そ
「
正
に
是
れ

機
悔
し
、
福
を
修
し
、
応
に
仏
の
名
号
を
称
す
べ
き
時
の
者
な
り
」
と
説
い
て
い
た
こ
と
に
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

ろ
う
」
(
一
五

O
頁
)
と
あ
る
。

道
綜
が
機
悔
行
を
行
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
一
五
二
具
〉
と
あ
る
。
ま
た

(

6

)

 

(
7
)
 

(

8

)

 

(
9
)
 

(

叩

〉

(

日

)
ハロ〉

(
日
〉

(

H

)

 

(

日

)

『
統
高
僧
伝
』
巻
二

O
道
綜
伝
の
「
綜
般
舟
方
等
歳
序
常
弘
」
の
記
事
を
、
道
綜
が
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(
日
叩
)

(

口

〉

(

叩

印

)

(

問

)

機
悔
滅
罪
を
目
的
と
す
る
方
等
行
を
行
な
っ
て
い
た
と
す
る
解
釈
が
あ
る
(
成
瀬
隆
純
「
道
縛
禅
師
と
般
舟
・
方
等
行
」
〈
『
仏
教
諭
叢
』

二
六
、
昭
和
五
七
年
)
〉
。
ま
た
北
宋
の
戒
珠
の
『
浄
土
往
生
伝
』
(
一

O
六
四
年
撰
〉
巻
中
善
導
伝
に
は
「
西
河
の
縛
禅
師
の
方
等
機
及

び
浄
土
の
九
品
道
場
を
行
ず
る
を
見
る
」
(
『
大
正
蔵
』
五
一
、
一
一
九
上
〉
と
あ
る
。

拙
稿
「
曇
驚
か
ら
道
縛
へ
|
|
五
念
門
と
十
念

l
l
」
ハ
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
七
、
一
九
九
二
年
〉
。

『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
二
四
中
。
ま
た
同
文
は
第
十
四
傷
の
後
に
も
あ
る
(
問
、
四
一
二
中
〉
。

ス
タ
イ
ン
本
二
七
二
三
、
及
び
龍
谷
大
学
図
書
館
赤
松
文
庫
所
蔵
本
。

「
我
れ
無
始
従
り
一
二
界
に
循
り
て
、
虚
妄
輸
の
廻
転
す
る
所
と
為
る
。
一
念
一
時
に
所
造
の
業
も
て
、
足
大
地
に
繋
が
れ
三
塗
に
滞
ま
る

:
:
:
」
ハ
『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
二
四
上
〉
と
い
う
備
が
あ
る
。
も
し
犯
し
た
罪
業
を
表
白
す
る
こ
と
を
機
悔
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
偏
に

は
機
悔
的
要
素
が
あ
る
と
言
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

塩
入
良
道
「
中
国
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
機
悔
の
受
容
過
程
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
一
ー
l
二
、
昭
和
三
八
年
)
で
は
、
曇
驚
の
『
讃

阿
弥
陀
仏
傷
』
を
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
と
と
も
に
機
悔
の
内
容
を
持
つ
も
の
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
三
八
中
。

こ
の
六
時
礼
讃
第
一
の
傷
煩
の
み
、
各
傷
の
最
初
に
「
南
無
至
心
帰
命
札
西
方
阿
弥
陀
仏
」
、
最
後
に
「
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
園
」

と
い
う
定
型
句
が
崩
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
十
二
光
仏
に
対
す
る
讃
歎
の
内
容
を
省
略
し
て
、
た
だ
十
二
光
へ
の
帰
命
と
願
生
と
を
述
べ
る

句
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
帰
命
し
、
願
生
す
る
匂
の
成
立
が
、
定
型
句
の
成
立
に
影
響
し
て
い
る
と
の
推
測
も
で
き
る
。

世
親
の
傷
煩
は
二
回
傷
、
善
導
の
も
の
は
一
七
傷
で
あ
る
(
う
ち
一
傷
は
「
哀
感
覆
護
我
:
:
:
」
の
傷
で
あ
る
〉
。

『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
四
七
上
。

藤
原
幸
章
「
『
観
念
法
門
』
に
つ
い
て
」
(
藤
原
幸
章
『
善
導
浄
土
教
の
研
究
』
〈
法
蔵
館
、
昭
和
六

O
年
〉
所
収
)
参
照
。

『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
回
中
。

『
安
楽
集
』
巻
上
に
、
念
仏
三
昧
に
つ
い
て
「
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
時
、
:
:
:
但
だ
能
く
専
査
に
相
続
し
て
断
ぜ
ず
」
ハ
『
大
正
蔵
』
四
七
、

一
一
中
〉
と
あ
る
。

『
大
正
蔵
』
四
七
、
ニ
九
上
中
。

〈

却

)

〈
M
4
)

(

辺

)

(お〉
(

剖

)

(お〉

〈

m
m
)(mc 

(
∞
却
)
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(
却
〉

(
却
)

〈

町

出

)

(
m
M
)
 

(

お

)

(

剖

)

(

お

〉

(

お

〉

(

幻

)

(

お

)

〈

却

)

巻
下
。
『
大
正
蔵
』
四
七
、
一
七
下
。

『
大
正
蔵
』
二
一
、
三
四
一
上
中
。

『
大
正
蔵
』
一
二
、
一
ニ
四
一
中
。

巻
二
。
『
大
正
蔵
』
一
二
七
、
二
五
六
下
。

巻
二
。
『
大
正
蔵
』
一
一
一
七
、
二
五
八
上
。

巻
二
。
『
大
正
蔵
』
一
一
一
七
、
二
六

O
中。

巻
三
。
『
大
正
蔵
』
一
一
一
七
、
二
六
二
上
。

巻
コ
ゴ
『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
六
中
。

巻
一
。
『
大
正
蔵
』
一
一
一
七
、
二
四
九
上
。

巻
一
。
『
大
正
蔵
』
一
二
七
、
二
四
九
中
。

『
論
註
』
巻
下
。
「
襲
求
其
本
。
阿
弥
陀
如
来
為
増
上
縁
」

(
『
大
正
蔵
』
四

O
、
八
四
三
下
)
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)




